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（土浦市役所） 

 
（かすみがうら市都市計画マスタープラン） 

 
（古橋委員長あいさつ） 

Ⅰ 視察報告概要 

１ 視察日 

令和元年10月10日（木） 

 

 

２ 視察先 

茨城県土浦市 

 

 

 

 

３ 視察の目的 

かすみがうら市都市計画マスタープラン見直しの参考とするため 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 視察参加者 

委 員 長  古 橋 智 樹 

副委員長  佐 藤 文 雄 

委 員   矢 口 龍 人 

委 員   久 松 公 生 

同 行   大久保 昌 明（都市整備課長） 

同 行   岡 﨑 祐 介（都市整備課長補佐） 

随 行   青 山 哲 士（議会事務局主任） 

 

５ 視察研修の概要 

土浦市都市計画マスタープラン、土

浦市北部地区・新治地区の土地利用の

変更、土浦市立地適正化計画、土浦市

北部地区・新治地区の主要施策につい

ての視察研修を行った。 
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Ⅱ 視察内容 ～都市計画マスタープラン全体構想について～ 

１ 茨城県土浦市の概要 

(１) 人口   

  １３８，６７０人（平成３１年４月１日現在） 

(２) 世帯数  

  ５９，６３４世帯 

(３) 面積   

  １２２．８９Ｋ㎡ 

(４) 特徴   

 全国第２位の淡水湖霞ヶ浦の西端を覆い包んだ形で広がり、中央は低地の商

業地区であるが、北は新治台地となって工業団地の造成、南は稲敷台地の一部

となって住宅団地の造成が盛んに行われており、比較的平坦な商業都市である。 

 

２ 土浦市の都市計画マスタープランについて 

～都市計画マスタープランとは 

 ・都市計画法第１８条の２に基づき定めら

れた「市町村の都市計画に関する基本的

な方針」 

 ・市の総合計画と整合を図りながら、将来

都市像や都市づくりの目標を示すとと

もに、市民参加を基調としたまちづくり

の取り組みを明らかにするもの。 

 

～都市計画マスタープランの位置づけ 

 ・土浦市総合計画に位置づけられる様々な

分野の施策のうち、都市計画の分野を受

け持つ計画。 

 ・市の関連計画等と整合性を図りながら定

められ、本市の都市計画に係わる各種の

事業や計画について共通の指針となる

もの。 

３ 土浦市都市計画マスタープランの計画期間 

    土浦市 平成１６年～ 

    新治村 平成１５年～ 

    ■合併 平成１７年 

 

   現行の都市計画マスタープラン計画期間 

    平成２６年～令和１５年の２０年間 

    ・平成２４年 全体構想策定 

    ・平成２５年 地区別構想策定  

 
（茨城県土浦市） 

 
（土浦市議会 篠塚議長の歓迎のあいさつ） 
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４ 都市計画マスタープラン見直しの考え方 

     ・見直しの要因 

       ➣平成１７年の新治村、土浦市の合併。 

       ➣策定後１０年経過したことによる時点的な修正。 

       ➣総合計画の変更による上位計画との整合性を図るため 

       ➣事業の進捗による修正 

       ➣市民ニーズに対応するため新たに市民の意向を追加 

     →平成２６年 現行の都市計画マスタープラン策定へ 

 

５ 都市計画マスタープランに位置づけられる都市づくりの理念・目標 

     ・理念 

       ➣快適で安心・安全な「日本一住みやすい」まちづくり 

       ➣歴史や文化などの地域資源を生かした活力あるまちづくり 

     ➣共に考え行動する「協働」によるまちづくり 

 

   ・目標 

     ➣地域の特徴を生かした都市づくり 

     ➣集い・にぎわい・交流のある、質の高い都心部づくり 

     ➣安心・安全で便利に暮らせる都市づくり 

     ➣個性が輝く環境に配慮した魅力ある都市づくり 

     ➣自らが創る誇りを持って住み続けたい都市づくり 

 

６ 機能拠点の配置 

   ・都心部として土浦駅 

   ・副都心として神立駅、荒川沖駅 

   ・水・緑・憩いの拠点として新治運動公園等 

   ・産業計拠点として土浦千代田工業団地等 

   ・新にぎわい拠点としてイオン周辺の高津地区、真鍋地区等 

  →これらの拠点を結ぶような形で、総合交通体系の方針に基づく各種公共交通ネット

ワークの形成を図る。 

 

  

 
（土浦市機能拠点配置イメージ） 

 
（土浦市交通ネットワーク形成イメージ） 
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Ⅲ 視察内容 ～都市計画マスタープラン地区別構想について～ 

１ 地区の区分について 

  ・土浦市では、住民が日常生活の中で、生

活圏として実感できる範囲をそれぞれの

地区として捉えている。 

   ➣土浦駅を中心とした「中央地区」 

   ➣荒川沖駅を中心とした「南部地区」 

   ➣神立駅を中心とした「北部地区」 

   ➣旧新治村地区の「新治地区」 

 

 

 

 

 

２ 北部地区の地域生活拠点の概要 

  ・神立地区地域生活拠点 

   ➣副都心を構成する施設、機能が多いが高度医療についてはおおつ野地区の協同病院

との連携が必要。 

  ・おおつ野地区地域生活拠点 

   ➣市街地が形成され始めた段階ではあるが、当面神立地区地域生活拠点との連携が必要。 

  ・都和中地区地域生活拠点 

   ➣市役所都和支所を中心とし、国道１２５号沿いには利便施設が点在しているが、よ

り充実した買い物については神立地区との連携、高度医療についてはおおつ野地区

との連携が必要。 

  ・その他、拠点間をつなぐように田畑が土地利用として使われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（土浦市の地区区分） 

 
（北部地区の生活拠点の概要） 
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３ 北部地区の都市づくりの方針 

  ・将来像 

   ➣市の特徴ある工業、農業を有しており、さらに医療拠点を持つ活力ある拠点として

さらに発展させていく。 

  ・目標 

   ➣工業、農業、医療、環境などが融合し、新たな成長が期待され、自然と都市、職場

と住居が近接する快適に暮らせるまち。 

 

４ 新治地区の地域生活拠点の概要 

  ・藤沢市街地と新治地区公民館を中心とする地域に設定 

  ・施設・機能は整っているが、文化会館など高度な都市機能については、都心部との連

携高度医療についてはおおつ野地区との連携、鉄道などの移動も都心部、副都心との

連携が必要。 

 

 

５ 新治地区の都市づくりの方針 

  ・将来像 

   ➣自然や歴史、農業などを活かした潤いのある地区 

  ・目標 

   ➣市街地に近接した田園居住地としてゆとりあるまち 

  ・➣豊かな自然環境や地区の魅力を活力として活かせるまち 

  

 
（新治地区の生活拠点の概要） 
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Ⅳ 視察内容～平成１６年度以降の都市計画変更、土地区画決定～ 

１ 北部地区・新治地区における土地利用の変更の状況 

  ・平成１６年 

   ➣田村沖宿地区（おおつ野地区） 

    ●用途地域の変更 

     ＊近隣商業地域を準工業地域へ 

    ●地区計画の変更 

     ＊用途地域の変更とあわせ、幅広い業種の立地を可能とする土地利用の誘導を図

ることを目指すよう変更 

  ・平成２３年 

   ➣神立駅西口地区土地区画整理事業 

    ●土浦市の北の拠点、隣接市との交流の拠点としてふさわしい市街地の形成を目指

し区画整理が指定された 

   ➣東筑波新治工業団地地区 

    （茨城県開発公社が整備を行い、平成２３年時点で工場などが既に立地されていた

ため現況に合わせ地域の核となる良好な生産環境を目指し変更） 

    ●市街化区域への編入 

     ＊市街化調整区域から工業専用地域へ 

    ●用途地域の変更 

    ●地区計画の指定 

 

 

 

 

 

 
（北部地区・新治地区における土地利用の変更） 



10 

 

Ⅴ 視察内容 ～立地適正化計画について～ 

１ 基本的な方針 
  ・都市づくりの目標は都市計画マスタープランを踏襲し、同じ目標を定めている。 

  ・取り組み目標 

   ➣都市の核となる拠点形成 

   ➣拠点へのアクセス性の高いエリアへの定住促進 

   ➣市民生活を支える主要な公共交通網の維持・充実 

 

２ 都市機能誘導区域における都市機能誘導施設 
  ・土浦駅周辺、荒川沖駅周辺、神立駅周辺、おおつ野地区を誘導区域に設定 

  ・神立駅周辺地区の都市機能誘導施設 

   ➣支所 

   ➣地域包括支援センター 

   ➣児童館、子育て支援施設 

   ➣商業機能 

   ➣一般病院 

   ➣銀行・信用金庫 

  ・おおつ野地区周辺の都市機能誘導施設 

   ➣地域包括支援センター 

   ➣児童館、子育て支援施設 

   ➣商業機能 

   ➣一般病院 

   ➣銀行・信用金庫 

 

 

３ 立地適正化計画における北部地区の目指す方向性 
  ・神立周辺地区 

   ➣居住機能、商業、医療福祉等の機能を確保し土浦市における北の拠点とした生活環

境を創出 

   ➣人口が集中している神立駅西側や、協同病院が移転したおおつ野地区への発着地と

して、駅と地域が公共交通により結びついたアクセス性が高い環境づくりを図る 

   ➣医療福祉施設等の誘導により高齢者目線で住みやすいまちを形成する。 

 

  ・おおつ野地区 

   ➣医療施設のほか、研究・業務機能を誘致し、研究・業向拠点の形成 

   ➣市外から人を呼び込むため、土浦駅、神立駅との公共交通ネットワークの充実 

   ➣住民の生活利便性を高める都市機能を誘致し集積させる。 

 
（土浦市立地適正化計画における都市機能誘導施設） 
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Ⅳ 視察内容 ～北部地区・新治地区における主要施策～ 

１ 木田余神立線街路事業 

  ・事業期間：平成１５年度～平成２３年度 

  ・木田余土地区画整理事業地内から神立工業団地までの区間 

  ・市北部地域における円滑な交通導線を確保することで南北軸の強化を図るため整備 

 

２ 朝日トンネル事業 

  ・平成２４年度事業（平成２５年度繰り越し） 

  ・周辺地域との連携強化を図り観光振興や産業振興などを促進することにより、新治地

区と中心市街地など、他の地区との均衡ある発展に寄与するため整備 

 

３ 小町の館整備事業 

  ・平成２５年度事業 

  ・周辺のハイキングコースや駐車場など広域的に整備することで交流人口の拡大、産業

振興、地域経済の活性化を図るため整備 

 

４ 新治地区公民館建設事業 

  ・平成２５年度事業 

  ・築４０年経過したことによる老朽化に伴い、利用者の学習環境の改善、障害者・高齢

者に対する利用環境の改善に寄与。 

 

５ 新治運動公園整備事業 

  ・平成２６年度事業 

  ・新治運動公園の機能更新と併せ、県南地域の中核都市に相応する施設整備を推進する

ために主に野球場の整備が行われた。 

 

６ 新治地区小中一貫教育学校整備事業 

  ・平成２９年度事業 

  ・当時３つあった小学校を１校に統合し、新治中学校敷地内に校舎を増築、既存校舎や

屋内運動場を利用しての施設一体型小中一貫校を整備。平成３０年４月に開校 

 

７ 神立駅西口自転車駐車場整備事業 

  ・平成２９年度～令和元年度事業 

  ・現在の自転車駐車場と同規模の施設を建設するため、平成３１年度中の供用開始を目

指し整備 
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８ 神立駅西口土地区画整理事業 

・平成２４年度～平成３３年度事業 

・駅前広場、都市計画道路、橋上駅舎、自由通路等の都市基盤を一体的に整備すること

により、土浦市の北の拠点としてふさわしい市街地形成が図られることを期待。 

・今後、令和２年度から令和３年度に造成工事、駅前広場工事、令和３年度に換地処分、

事業完了を予定している。 

 

９ 常名虫掛け街路事業 

・平成２２年度～令和元年度事業 

・新たな南北軸としての交通ネットワークが構築されることとなり、新治地区から市街

地への観光客の誘導、周辺自治体との観光ネットワーク強化を目的として整備 

・令和元年度末の供用開始（暫定整備）を目指す。 

 

１０ 神立停車場線街路事業 

・平成２３年度～平成３２年度事業 

・神立駅西口地区土地区画整理事業に併せ、神立駅から国道６号までの区間を土浦市と

かすみがうら市が整備することにより、神立駅周辺地区の道路ネットワークの構築を目

指す。 

・令和元年度末の供用開始を目指し整備 

 

１１ 田村沖宿線延伸道路整備事業 

・平成２４年度から令和元年度事業 

・おおつ野地区から神立駅東地区方面の区間を整備することにより、南北方向の道路網

強化を図るとともに、近隣の学校に通学する児童・生徒の通学路の安全を目指し、総合

病院へのアクセス向上が図られることを目指す。 

・令和元年度中にⅠ期事業区間の完成を目指す。 

 

１２ 荒川沖木田余線（Ⅰ期）整備事業 

・平成２６年度～令和４年度事業 

・都市計画道路真鍋神林線から国道３５４号までの３車線区間を４車線化することによ

り、道路ネットワークの強化及び交通渋滞緩和を目的とする。 

 

１３ 学校給食センター事業 

・平成２４年度～令和２年度事業 

・既存の学校給食センターは老朽化が激しく、耐震基準を満たしていないことから、旧

新治庁舎跡地に再整備するもの 

・令和２年５月まで建設工事、令和２年９月に供用開始予定 
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Ⅶ 質疑応答・委員の感想等 

質疑応答 

Ｑ 交通ネットワークの体系づくりはどのような内容で進めているのですか 

Ａ 平成２９年３月の立地適正化計画を策定した同時期に

地域公共交通網形成計画を策定しています。計画を策定

した際には、バス路線がなくなった荒川沖地区などが問

題となり、高齢者の足としては市全域で行っているデマ

ンドタクシーを活用していただき、その他、民間バス会

社などの事業者に路線の存続などの働きかけを行って

いるところです。 

 

Ｑ 民間バス会社の運営に公的資金は入っていますか 

Ａ 行政界をまたぐ路線については県や市で助成をしております。また、いわゆる赤字

路線についても県と同額の助成をしております。さらにノンステップバスの導入に対

して助成をしており、乗合環境の向上をして乗客の確保をお願いしている状況です。 

 

Ｑ 土浦協同病院の移転などがあり、それをどうマスタープラン

に活かすかなど、苦労されたかと思いますが、マスタープランを

見直す中で苦労した点などはありますか 

Ａ 実際には協同病院が移ったことによりマスタープランを大き

く変更と言うことはなく、結果的には移転によってマスタープラ

ンの目指す都市像が実現しているものと思われます。 

 

Ｑ 新にぎわい拠点の周辺となる高津地区について今後どのように考えていますか 

Ａ イオン土浦が建っている場所になりますが、長い

経緯があり、地権者からの議会への陳情や、大型店

舗を出せるような用途地域にしてほしいという要

望と、中心市街地の商業者からのやめてほしいとい

う反対がありました。最終的には議会で採択を頂い

たことが開発促進となり、マスタープランへの位置

づけをして、その位置づけをもとに大規模開発の許

可をしております。今後につきましては、これ以上

の開発余地はあまりないのですが、今のままの新にぎわい拠点として維持していきた

いと考えております。 

  

 
（質問する矢口委員） 

 
（質問する佐藤副委員長） 

 
（質問する久松委員） 
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Ｑ 神立駅西口自転車駐車場整備事業では、どのような整備を行う予定ですか。 

Ａ 西口の以前あった場所に建築する予定です。土浦

市は自転車のまちづくりと言うことで自転車を

前面に出しており、また、高校が多いという特徴

もありますので高校周辺などの路線も、自転車の

安全確保の施策を、今年度計画で来年度以降に順

次整備していければと進めております。 

 台数については東口に民間の駐輪場があり、あ

まり行政が作りすぎると民業圧迫と言う話もご

ざいます。荒川沖駅については行政の駐輪場はないこともあり、地域の特性なども

考慮しつつ、民間の需要が追い付かなければつくることとするなど、必要最低限の

整備になるかとは思います。 

 

Ｑ 土浦市では都市計画税があると思いますが、どのように使われていますか 

Ａ 下水道事業借入金の返済が一番多いところです。毎年、何にどの程度充てたかは決

算概要で公表することになっております。 

 

Ｑ 都市計画マスタープランと立地適正化計画で計画が二重になってはいませんか 

Ａ 基本的には都市計画マスタープランと総合計画でコンパクトシティと言うものを記

載しておりますのでそれに基づき立地適正化計画も作られています。 

また、駅前の図書館を建設する際に財源確保が最重要課題でありましたが、国の方

で、立地適正化計画を作った場合、補助の上増しがあるということで、他に先駆け

て立地適正化を作った背景がございます。 

 

 

委員の感想等 

 

● 都市計画マスタープランをどのように見るかということの参考になった。 

 

● 土浦市の都市計画マスタープランに基づいた事業の流れがよくわかった。 

 

● 議員も計画に基づいて事業をどう詰めていくかと言うことが、行政と一緒になって

やっていく上での課題と感じた。 

 

 
（質問する古橋委員長） 

 
（佐藤副委員長の視察お礼のあいさつ） 
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（土浦市都市計画マスタープラン、土浦市立地適正化計画、北部地区・新治地区における主要施策） 


